
平成30年度全国学力・学習状況調査の結果
調査概要

調査日時：平成30年4月17日（火）

調査事項：

①児童生徒に対する調査：国語,算数・数学,理科及び質問紙調査

②学校に対する質問紙調査

調査対象及び集計対象児童生徒・学校数：
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※1 調査対象児童生徒数について,公立・国立は,調査実施前に学校から申告された児童生徒数,私立は,平成29年
度学校基本調査による。調査当日までの転出入等により増減の可能性がある。

※2 調査を実施した児童生徒数は,回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で算出。

教科の調査結果
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※1 理科についての参考値は,前回実施時（平成27年度）のもの。
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今年度の変更点

・ ３年ぶりの理科実施
・ 調査結果提供の早期化



¸相手や目的に応じ,事例などを挙げながら筋道を

立てて話すことや,慣用句の意味を理解し,使う

ことについてはできている。

¸主語と述語との関係などに注意して,文を正しく

書くことに課題がある。

¸話し手の意図を捉えながら聞き,自分の考えをま

とめたり,複数の資料の内容を関係付けて理解し

たり,表現したりすることに課題がある。

1．教科に関する調査結果

小学校国語

Â文の中における主語と述語との関係などに注意
して,文を正しく書くことに課題がある。

（別紙P.３～４）

Â相手や場面に応じて適切に敬語を使うことに課
題がある。 （別紙P.５）

Å相手や目的に応じ,自分が伝えたいことについ
て,事例などを挙げながら筋道を立てて話すこと
についてはできている。 （別紙P.１）

A 90.9

Å日常生活で使われている慣用句の意味を理解し,
使うことについてはできている。（別紙P.２）

A 90.5

( ) Å …「できている」と考えられるもの
Â …「課題がある」と考えらえるもの

,
,

A 35.8

,

A7 56.3

Â話し手の意図を捉えながら聞き,自分の意見と
比べるなどして,自分の考えをまとめることに
課題がある。 （別紙P.６～７）

,
, ,

B 33.9

,
,

B 13.5
,

,
B 49.6

中学校国語

Â話合いの話題や方向を捉えて的確に話したり,全
体と部分との関係に注意して相手の反応を踏ま
えながら話したりすることに課題がある。

（別紙P.18～20）

A 66.3

B 55.1

Â目的に応じて文の成分の順序や照応,構成を考え
て適切な文を書くことに課題がある。

（別紙P.29～30）

,
,

A 22.8

Å話の論理的な構成や展開などに注意して聞いた
り,必要に応じて質問したりすることはできてい
る。 （別紙P.12～14）

A 87.7
B 88.6

Â情報を整理して内容を的確に捉えることに課題
がある。 （別紙P.21～28）

A 60.0

B 46.6

B 13.9

B 49.6

Å場面の展開や登場人物の描写に注意して読み,内
容を理解することはできている。

（別紙P.15～17）

A 83.2

B 80.7

2

¸場面の展開や登場人物の描写に注意して読み,内

容を理解することはできている。

¸目的に応じて文章を読む際などに,情報を整理し

て内容を的確に捉えることに課題がある。

¸文の成分の順序や照応,構成を考えて適切な文を

書くことに課題がある。

Â目的に応じて複数の資料から適切な内容を取り
上げて,それらを関係付けて理解したり,表現した
りすることに課題がある。

（別紙P.８～11）



Å「混み具合」を比べる場合,単位面積当たりの人
数か,単位人数当たりの面積を,単位量として設定
することはできている。 （別紙P.31）

, A 1 87.9

Â小数の除法の意味について理解することに課題が
ある。 （別紙P.33）

A 40.1

Â百分率を求めることに課題がある。
（別紙P.34）

200 80 ,
A 53.1

Â敷き詰め模様の中から図形を見いだし,その構成
要素や性質を基に,１つの点の周りに集まった角
の大きさの和が360°になっていることを記述す
ることに課題がある。 （別紙P.35）

360
,

B 2 48.5

Âメモの情報と棒グラフを組み合わせたグラフを
関連付け,総数や変化に着目していることを解釈
し,それを記述することに課題がある。

（別紙P.36～37）

1 2 , ,
B 1 20.9

¸２つの異なる量がある場合,単位量を設定するこ

とで比較できるという,「比べ方」を理解するこ

とはできている。

¸小数の除法の意味について理解や,グラフから読

み取ったことに基づいて適切に判断することに

課題がある。

¸日常生活の事象を,数量を関連付け,根拠を明確

にして記述することに課題がある。

Å図形の基礎となる「角」の概念は,知識として定
着している。 （別紙P.32）

Â示された考えを解釈し,条件を変更した場合につ
いて考察した数量の関係を,表現方法を適用して
記述することに課題がある。 （別紙P.38）

,
B 59.8

Â折り紙の枚数が100枚あれば足りる理由を,枚数,
本数,個数などの数量を関連付け,根拠を明確にし
て記述することに課題がある。

（別紙P.39～40）

7m
,100

B 1 43.5

Å比例における比例定数の意味の理解について,改
善の傾向がみられる。 （別紙P.42）

y x ,

A (1) 66.4

Â目的に応じて式を変形することに課題がある。
（別紙P.43）

S ah ,a A (4) 49.2

Â証明の必要性と意味の理解に引き続き課題があ
る。 （別紙P.44）

A 46.1

Å球が回転体としてどのように構成されているか
の理解,見取図,投影図から空間図形を読み取る
ことはできている。 （別紙P.41）

A ( ) 82.8
,

A (3) 84.0

Â数学的な結果を事象に即して解釈することを通
して,成り立つ事柄を判断し,その理由を数学的な
表現を用いて説明することに課題がある。

（別紙P.51～52）
a

, B ( ) 10.9

¸平面図形の運動による空間図形の構成についての

理解,球が回転体としてどのように構成されてい

るかの理解,見取図,投影図から空間図形を読み取

ることはできている。

¸比例における比例定数の意味の理解について,改

善の傾向がみられる。

¸事象を数学的に解釈し,問題解決の方法を数学的

に説明することに課題がある。

¸数学的な結果を事象に即して解釈することを通し

て,成り立つ事柄を判断し,その理由を数学的な表

現を用いて説明することに課題がある。

Â一次関数の意味の理解に課題がある。
（別紙P.45）

, ,
12 36.3

Â事象を数学的に解釈し,問題解決の方法を数学的
に説明することに課題がある。

（別紙P.49～50）
,

B (3) 13.9

Â不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え,判断
の理由を数学的な表現を用いて説明することに
課題がある。 （別紙P.46～48）

B (3) 37.2

小学校算数 中学校数学

,
A 1 94.5

3



1 82.1

Âより妥当な考えをつくりだすために,実験結果
を基に分析して考察し,その内容を記述するこ
とに課題がある。 （別紙P.56～57）

,

, 3 20.2

Â予想が確かめられた場合に得られる結果を見通
して実験を構想したり,実験結果を基により妥
当な考えに改善し,その内容を記述することに
課題がある。 （別紙P.58～62）

,
,

2 55.5

¸観察,実験の結果を整理し分析して考察すること

はできている。

¸観察・実験の結果を整理し分析して考察した内

容を記述することや,予想が確かめられた場合に

得られる結果を見通して実験を構想したり,実験

結果を基により妥当な考えに改善し,その内容を

記述することに課題がある。

,
,

1 71.2

,
,

47.9

,
4 36.0

Å安全に留意し,生物を愛護する態度をもった解
決方法を構想することはできている。

（別紙P.53）

Å適切な実験技能の理解として,ろ過の適切な操
作技能の定着に改善の傾向が見られる。

（別紙P.54）

,

89.4

Åより妥当な考えをつくりだすために,２つの異
なる方法の実験結果を分析して考察することは,
できている。 （別紙P.55）

,
3 59.6

小学校理科 中学校理科

Å軟体動物を指摘すること,物質を原子の記号で表
すこと,植物の蒸散を指摘することはできている。

（別紙P.63～66）

( ) 86.2
(1) 83.7

9 1 88.1

Å習得した知識・技能を活用して,観察・実験の結
果を分析して解釈することには改善が見られる。

（別紙P.67～69）
,

( ) 80.0
(3) 91.5

Â特定の質量パーセント濃度における水溶液の溶
質の質量と水の質量を求めることに依然として
課題がある。 （別紙P.70）

3.0
2 47.3

Â広域の気象情報と観測者が捉える気象現象とを
関連付け,空間と方位,時間の観点から気象現象を
捉えることに課題がある。 （別紙P.71）

,
1 37.8

Â実験や条件制御などにおいて,自分や他者の考え
を検討して改善することに課題がある。

（別紙P.72～75）

4 61.9
,

3 52.8
,

3 50.0

Â自然の事物・現象に含まれる要因を抽出して整
理し,条件を制御して実験を計画することに課題
がある。 （別紙P.76～78）

,
2 44.5

,
2 19.8

4

¸習得した知識・技能を活用して,観察・実験の結
果を分析して解釈することには改善が見られ
る。

¸実験や条件制御などにおいて,自分や他者の考え

を検討して改善することに課題がある。

¸自然の事物・現象に含まれる要因を抽出して整

理し,条件を制御して実験を計画することに課題

がある。
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【学校質問紙】調査対象学年の児童生徒は,授業では,課題の解決に向けて,自分で考え,自分から取り組むことができて
いると思いますか。（新規）

○「授業では,課題の解決に向けて,自分で考え,自分から（進んで）取り組むことができていると思います

か」との質問（新規）に,肯定的に回答した小中学校の割合は8割を超えており,肯定的に回答した児童生

徒の割合は7割を超えている。また,この質問に肯定的に回答した児童生徒の方が,平均正答率が高い傾向

が見られた。

○就学援助を受けている児童生徒の割合を考慮した三重クロス分析（学校質問紙）でも,同様の傾向が見ら

れた。

2．主体的・対話的で深い学びの視点からの
授業改善に関する取組状況
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回答割合

小学校 中学校

【児童生徒質問紙】5年生まで〔1,2年生のとき〕に受けた授業では,課題の解決に向けて,自分で考え,自分から進んで
取り組んでいたと思いますか。（新規）
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○「習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をしましたか」との質問に,肯定的

に回答した小中学校の割合は,平成28年度以降,増加傾向が見られ,平成30年度は9割を超えている。また,

この質問に肯定的に回答した小中学校の方が,平均正答率が高い傾向が見られた。

○「学級の友達と〔生徒〕の間で話し合う活動を通じて,自分の考えを深めたり,広げたりすることができ

ていると思いますか」との質問に,肯定的に回答した児童生徒の割合は,平成29年度と比べて増加してお

り,平成30年度は7割を超えている。また,この質問に肯定的に回答した児童生徒の方が,平均正答率が高い

傾向が見られた。
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2．主体的・対話的で深い学びの視点からの
授業改善に関する取組状況

小学校 中学校

♥ χ ỡ

回答割合

【児童生徒質問紙】学校の友達と〔生徒〕の間で話し合う活動を通じて,自分の考えを深めたり,広げたりすることが
できていますか。

ϢΨ“μθ ςκϣΤρΜΠω,“μθ ΚϘϤ“μοΜσΜ Ψ“μοΜσΜ ζχ , ᵕ

小学校 中学校

回答割合

34.8 

27.0 

26.5 

25.3 

22.8 

42.9 

41.3 

41.9 

41.6 

43.1 

17.3 

24.1 

24.4 

25.4 

26.5 

4.8 

7.3 

7.0 

7.5 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30

29

28

27

26

32.5 

19.8 

20.3 

18.5 

17.0 

43.8 

45.0 

44.6 

44.4 

44.9 

17.2 

26.6 

26.6 

28.5 

29.2 

6.3 

8.1 

8.2 

8.4 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30

29

28

27

26

♥ χ ỡ

74.2 

58.2 
67.1 

55.9 
62.9 

71.3 

55.4 

64.1 

52.3 

60.9 66.1 

49.9 

58.8 

45.6 

56.5 62.5 

45.2 

55.4 

40.5 

53.3 

῎͖ ῎͗ ▄ ͖ ▄ ͗ ᴬ

79.1 

65.0 71.0 

52.5 

70.0 
77.3 

62.6 67.5 

48.5 

67.3 72.7 

57.1 61.0 

41.3 

61.6 69.7 

54.0 56.9 

37.2 

57.8 

῎͖ ῎͗ ᶘ͖ ᶘ͗ ᴬ

【学校質問紙】調査対象学年の児童生徒に対して,前年度までに,習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法
の改善及び工夫をしましたか。
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○「学校として業務改善に取り組んでいますか」との質問（新規）に,肯定的に回答した小中学校の割合

は,9割を超えている。

○「児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき,教育課程を編成し,実施し,評価し

て改善を図る一連のPDCAサイクルを確立していますか」との質問に,肯定的に回答した小中学校の割合

は,平成28年度以降,増加傾向が見られ,平成30年度は9割を超えている。また,この質問に肯定的に回答し

た小中学校の方が,平均正答率が高い傾向が見られた。

○業務改善に取り組んでいる小中学校の方が,児童生徒の姿や地域の現状等に基づいた教育課程編成,実施,

評価,改善のPDCAサイクルを確立したり,学習指導と学習評価の計画作成にあたり,教職員同士が協力し

合ったりするなどの傾向が見られた。

（学）学習指導と学習評価の計画の作成時,教職員同士が協力し合っている

3．学校運営に関する取組状況

①［業務改善］と［PDCAサイクル確立］の関係

②［業務改善］と［学習指導等の計画作成時の教職員同士の協力］の関係
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【学校質問紙】児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき,教育課程を編成し,実施し,評価
して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していますか。
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【学校質問紙】学校として業務改善に取り組んでいますか。（新規）
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4．理科に関する状況

（1）児童生徒の興味・関心,授業の理解度等

○理科に関する興味・関心,授業の理解度等についての一連の質問に,肯定的に回答した児童生徒の割合は,

平成24年度,平成27年度に比べて,若干の増加,または,ほぼ横ばいの傾向が見られる。

○「理科の勉強は大切だと思いますか」「理科の授業の内容はよく分かりますか」との質問に,肯定的に回

答した児童の割合は8割,生徒の割合は7割を超える。「理科の授業で学習したことは,将来,社会に出たと

きに役に立つと思いますか」との質問に,肯定的に回答した児童の割合は7割を超え,生徒の割合は平成24

年度以降,増加傾向が見られるものの,6割を下回っている。

【児童生徒質問紙】理科の勉強は好きですか。

【児童生徒質問紙】理科の授業で学習したことは,将来,社会に出たときに役に立つと思いますか。
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【児童生徒質問紙】理科の勉強は大切だと思いますか。
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【児童生徒質問紙】理科の授業の内容はよく分かりますか。
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■児童生徒の興味・関心,授業の理解度等
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4．理科に関する状況

（1）児童生徒の興味・関心,授業の理解度等

【学校質問紙】調査対象学年の児童生徒に対する理科の授業において,前年度に,児童生徒の好奇心や意欲が喚起され
るよう,工夫していましたか。（新規）

［理科の授業での工夫］と［児童生徒の意識］の関係

【学校質問紙】調査対象学年の児童生徒に対する理科の指導に関して,前年度までに,実生活における事象との関連を
図った授業を行いましたか。

【学校質問紙】調査対象学年の児童生徒に対する理科の指導に関して,前年度までに,児童生徒が科学的な体験や自然
体験をする授業を行いましたか。
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○「理科の授業において,児童生徒の好奇心や意欲が喚起されるよう,工夫していましたか」という質問

（新規）に,肯定的に回答した小中学校の割合は,9割を超えている。

○児童生徒の興味・関心につながるような学校の取組に関する質問（「実生活における事象との関連を

図った授業を行いましたか」,「科学的な体験や自然体験をする授業を行いましたか」）に,肯定的に回答

した小中学校の割合は,平成24年度,平成27年度に比べて,増加傾向が見られた。

○理科の授業において,児童生徒の好奇心や意欲が喚起されるよう工夫している小中学校の児童生徒の方

が,「理科の勉強が好きだ」と回答する傾向が見られた。

■児童生徒の興味・関心につながる学校の取組

（学）理科の授業において,児童生徒の好奇心や意欲が喚起されるよう工夫した （児）理科の勉強が好き
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4．理科に関する状況

（2）理科に関する指導方法と学力

【学校質問紙】理科に関する学習指導方法の変化

小学校 中学校

○理科に関する指導方法について,肯定的に回答した小中学校の割合は,平成24年度,平成27年度に比べて,

すべての質問で,増加傾向が見られた。

○「理科の授業で,観察や実験の結果から,どのようなことが分かったのか考えている」（「観察や実験の

結果をもとに考察している」）と回答した児童生徒は,理科だけでなく,国語,算数・数学の平均正答率も

高い傾向が見られた。就学援助を受けている児童生徒の割合を考慮した三重クロス分析（学校質問紙）で

も,同様の傾向が見られた。

【児童生徒質問紙】理科の授業における観察や実験の
結果の考察と平均正答率
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三重クロス分析（就学援助率別の平均正答率）
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【学校質問紙】調査対象学年の児童生徒に対する理科の
指導に関して,前年度までに,観察や実
験の結果を整理し考察する指導を行いま
したか。

10
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59.2 

36.0 

23.0 

33.1 

50.2 

43.8 

5.4 
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5．児童生徒の自己肯定感等に関する状況
○「自分には,よいところがあると思いますか」との質問に,肯定的に回答した児童生徒の割合は,平成25年

度以降,増加傾向が見られ,平成30年度は約8割となった。また,この質問に肯定的に回答した児童生徒の

方が,平均正答率が高い傾向が見られた（ただし,中学校国語においては「どちらかといえば,当てはま

る」と回答した生徒の平均正答率が最も高かった）。

○課題解決に向けた主体性,他者との協働に関して肯定的な児童生徒,先生に認められていると感じている

児童生徒の方が,自己肯定感が高い傾向が見られた。

【児童生徒質問紙】自分には,よいところがあると思いますか。
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（児）先生は,よいところを認めてくれている

（児）授業では,課題の解決に向けて,自分で考え,自分から取り組んだ

ꜛᾪ‖ ḇ

（児）話合い活動を通じて,自分の考えを深めたり,広めたりできている
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① ［課題解決に向けた主体性］と［自己肯定感］の関係

② ［他者との協働］と［自己肯定感］の関係

③ ［先生が認めてくれている］と［自己肯定感］の関係
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（児）自分には,よいところがある

（児）自分には,よいところがある

（児）自分には,よいところがある

οψϘϥ ςκϣΤρΜΠω, οψϘϥ ςκϣΤρΜΠω, οψϘϣσΜ

οψϘϣσΜ ζχ , ᵕ
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οψϘϣσΜ ζχ , ᵕ



5．児童生徒の自己肯定感等に関する状況

【児童生徒質問紙】いじめは,どんな理由があってもいけないことだと思いますか。

小学校 中学校

ᵕ ᶤ›

【児童生徒質問紙】人の役に立つ人間になりたいと思いますか。

小学校 中学校
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【児童生徒質問紙】先生は,あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。

小学校 中学校
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【学校質問紙】調査対象の児童生徒に対して,前年度までに,学校生活の中で,児童生徒一人一人のよい点や可能性を見付
け評価する（褒めるなど）取組をどの程度行いましたか。

小学校 中学校
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ᵕζχοψϘϣσΜςκϣΤρΜΠω, οψϘϣσΜςκϣΤρΜΠω, οψϘϥοψϘϥ

ᵕζχΨ“μοΜσΜΚϘϤ“μοΜσΜςκϣΤρΜΠω,“μθϢΨ“μθ

○「学校生活の中で,児童生徒一人一人のよい点や可能性を見付け評価する（褒めるなど）取組をどの程度

行いましたか」との質問に,肯定的に回答した小中学校の割合は,平成26年度以降,大きな変化は見られな

いが,平成30年度は増加しており,9割を超えている。特に,平成30年度は,平成29年度に比べて,「よく

行った」と回答した学校の割合が増加している。

○「先生は,あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」との質問に,肯定的に回答した児童生徒

の割合は,平成26年度以降,増加傾向が見られた。（ただし,平成30年度は,平成29年度に比べて,「当ては

まる」と回答した割合が減少している。）

○「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」,「いじめは,どんな理由があってもいけないことだと思い

ますか」との質問に,肯定的に回答した児童生徒の割合は,平成25年度以降, 9割を超えて推移しており,特

に,平成30年度は,平成29年度に比べて,「そう思う」と回答した児童生徒の割合が増加している。

ᵕζχοψϘϣσΜςκϣΤρΜΠω, οψϘϣσΜςκϣΤρΜΠω, οψϘϥοψϘϥ

ᵕζχοψϘϣσΜςκϣΤρΜΠω, οψϘϣσΜςκϣΤρΜΠω, οψϘϥοψϘϥ
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6．地域や社会と学校の連携・協働に関する状況

【学校質問紙】保護者や地域の人との協働による取組は,学校の教育水準の向上に効果がありましたか。（新規）

小学校 中学校

ᵕ ᶤ›

（学）地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを
生かして,保護者や地域の人との協働による活動を行った
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30 32.8 54.3 4.4 
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30

① ［地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの取組］と［学校の教育水準の向上］の関係

② ［保護者や地域の人の学校支援活動への参加］と［学校の教育水準の向上］の関係

【学校質問紙】地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生かして,保護者や地域の人との協働に
よる活動を行いましたか。（新規）

【学校質問紙】保護者や地域の人が学校の美化,登下校の見守り,学習・部活動支援,放課後支援,学校行事の運営
などの活動に参加していますか。（新規）

小学校 中学校

ᵕ ᶤ›

○「保護者や地域の人との協働による取組は,学校の教育水準の向上に効果がありましたか」との質問（新

規）に,肯定的に回答した学校の割合は,小学校で9割,中学校で8割を超えている。

○地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生かして,保護者や地域の人との協働による

活動を行っている小学校の割合は7割を超え,中学校の割合は6割近い。

○保護者や地域の人が登下校の見守り,放課後支援などの活動に参加している小学校の割合は9割を超え,中

学校の割合は9割近い。

○地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどを活用したり,地域人材が学校の活動に参加したりして

いる小中学校の方が,「保護者や地域の人との協働による取組は学校の教育水準の向上に効果がある」と

回答する傾向が見られた。
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（学）保護者や地域の人との協働による取組は,
学校の教育水準の向上に効果があった
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（学）保護者や地域の人が学校の美化,登下校の見守り,学習・
部活動支援,放課後支援,学校行事の運営などに参加した

（学）保護者や地域の人との協働による取組は,
学校の教育水準の向上に効果があった
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6．地域や社会と学校の連携・協働に関する状況

【学校質問紙】教育課程の趣旨について,家庭や地域との共有を図る取組を行っていますか。（新規）

小学校 中学校
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

30 22.7 61.4 15.4 0.3 
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30

（学）授業や課外活動で地域のことを調べたり,地域の人と
関わったりする機会の設定を行った

1.ϢΨ“μθ

2.ςκϣΤρΜΠω,
“μθ

3.ΚϘϤ“μοΜσΜ
4. Ψ“μοΜσΜ

○「教育課程の趣旨について,家庭や地域と共有を図る取組を行っていますか」との質問（新規）に,肯定的

に回答した学校の割合は,小学校で9割,中学校で8割を超えている。

○「授業や課外活動で地域のことを調べたり,地域の人と関わったりする機会の設定を行いましたか」との

質問に,肯定的に回答した小中学校は,平成29年度と比べて,大きな変化は見られない。

○「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか」との質問に,肯定的に回答した

児童生徒の割合は,平成25年度以降,増加傾向が見られ,平成30年度の児童の割合は約５割,生徒の割合は４

割近い。

○授業や課外活動において地域のことを調べたり,地域の人と関わったりする機会を設けている小中学校の

方が,「教育課程の趣旨について,家庭や地域との共有を図る取組を行っている」と回答する傾向が見られ

た。

［授業における地域との関わりの機会の設定］と［教育課程の趣旨についての共有］の関係

【学校質問紙】調査対象学年の児童生徒に対して,前年度までに,授業や課外活動で地域のことを調べたり,地域の人
と関わったりする機会の設定を行いましたか。
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【児童生徒質問紙】地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。
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14

（学）教育課程の趣旨について,家庭や地域との
共有を図る取組を行っている
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